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論文内容要旨
目的
 ネアンデルタールの幼児は,同年齢の現代人幼児に比べて頭骨が大きく四肢骨は頑丈であると
 され,こうしたことからネアンデルタールは現代人より成長が早かったのではないか,とする説
 もある。しかし,骨の成長を知るためには肉眼形態学的研究のほかにも,組織レベルにおける動
 態的な骨形成について評価する必要がある。本研究では,ネアンデルタールの骨の形成と成長を
 解明する一助として,デデリエ1・号ネアンデルタール幼児の大腿骨骨幹部について骨組織構造の
 観察と骨組織形態計測を行い,モデリングとリモデリングに関してデデリエ1号と現代人の差異
 を明らかにする。さらにネアンデルタール成人の組織学的研究成績を踏まえ,ネアンデルタール
 の骨組織形態の特徴について検討する。
 材料と方法
 試料には,シリア北部にあるデデリエ洞穴から発掘された2歳ネアンデルタール幼児骨(デデ
 リエ1号)の大腿骨の骨幹中央部前側を用いた。比較標本として0～6歳の現代人32例の大腿
 骨の骨幹中央部前側を用いた。試料は樹脂に包埋し,硬組織切断機で大腿骨の長軸に対して直角
 の横断面を得るように50μmに薄切してプレパラートに封入した。
 検鏡は通常光の光学顕微鏡と偏光顕微鏡で行った。さらに,骨幹中央部全周の1/8にあたる
 骨幹部前側の皮質骨横断面上で組織形態計測を行った。計測のパラメーターとして皮質骨の厚さ,
 二次オステオンの密度,皮質骨に占める二次骨面積の割合,多孔率,ハバース管の密度,非ハバー
 ス管の密度,一次骨における非ハバース管の密度,完形の二次オステオンの面積,パバース管の
 面積,非ハバース管の面積の10項目を設定した。皮質骨の厚さはデデリエ1号と全ての比較現
 代人標本について計測し,他の9項目の計測はデデリエ1号と組織形態が良好に観察された現代
 人標本18例について行った。
結果
 デデリエ1号大腿骨の皮質骨は,その骨内膜側2/3～3/4で発達している二次オステオン
 と,骨膜側1/3～1/4および二次オステオンの間隙を充填している線維性骨と一次オステオ
 ンから形成されていた。内・外環状層板は認められなかった。
 現代人では,加齢に伴って皮質骨の厚さや二次骨が増加し,環状層板が形成されるが,一次骨
 の中に形成される非ハバース管は減少する傾向が認められた。デデリエ1号の皮質骨は5～6歳
 の現代人に相当するほど厚く,二次骨の発達も進んでいたが,非パバース管の密度や一次骨の様
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 相は1～2歳の現代人に近かった。また多孔率が高値を示すことなど現代人幼児には見られない
 特徴も備えていた。二次オステオンや各種導管のサイズについて,現代人では明瞭な加齢変化が
 見られなかった。デデリエ!号のオステオンと導管のサイズは現代人とさほど変わらない。
考察
 デデリエ1号大腿骨は骨質の厚さと二次骨の形成に関しては同年齢の2歳現代人より発達して
 いると言える。しかし高い非ハバース管の密度や線維性骨を主体とする一次骨はむしろ1～2歳
 の現代人に類似しており,したがってデデリエ1号の皮質骨には年齢の異なる現代人の特徴が混
 在していることになる。これは,デデリエ1号の皮質骨は現代人幼児と異なる成長パターンで形
 成されている,ということを示唆している。肉眼解剖学的検討に基づいたrネアンデルタール幼
 児は現代人よりも成長が早い」という見解は,少なくとも大腿骨皮質骨の組織形態については単
 純に適用できないようである。デデリエ1号が2歳というごく若い年齢にも関わらず厚い皮質骨
 を形成しえた理由として,形成速度が層板骨に優る線維性骨がモデリングの主体を占めたことが
 骨量の増大につながった可能性が考えられる。こうした特異的な骨形成の要因として,高い力学
 的負荷,代謝の異常,生息環境の影響,遺伝的な作用などが想定されたが,これらの要因の関与
 を具体的に特定するには比較資料の充実が待たれる。
 ネアンデルタールを含む中・後期更新世人類の成人の二次オステオンは現代人より小さいこと
 が知られるが,デデリエ1号の二次オステオンのサイズは現代人幼児とほとんど変わらなかった。
 現代人ではオステオンのサイズと年齢の問にはっきりした相関がないことから,ネアンデルター
 ルではオステオンのサイズに関して現代人とは異なる加齢的な作用が働いた可能性がある。
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 審査結果の要旨
 本研究は,ネアンデルタール人類の骨形成と成長の解明を目的として,モデリングとリモデリ
 ングに関するネアンデルタール幼児と現代人幼児の違いを組織形態学的に検討したものである。
 試料としたのはシリア北部にあるデデリエ洞穴から発掘された2歳ネアンデルタール幼児(デ
 デリエ1号)の左大腿骨である。比較標本として0～6歳の現代人大腿骨32例を用いた。骨幹
 中央部前側を採取して樹脂に包埋し,大腿骨の長軸に対して直角の横断面を得るように50μm
 に薄切した。通常光の光学顕微鏡と偏光顕微鏡で検鏡し,さらに皮質骨横断面の組織形態計測を
 行った。計測のパラメーターは,皮質骨の厚さ,二次オステオンの密度,皮質骨に占める二次骨
 面積の割合,多孔率,ハバース管の密度,非ハバース管の密度,一次骨における非ハバース管の
 密度,完形の二二次オステオンの面積,パバース管の面積,非ハバース管の面積の10項目である。
 皮質骨の厚さは全ての標本で,他の9項目はデデリエ1号および組織形態が良好に観察された現
 代人18例について計測した。
 本研究の結果,デデリエ1号の皮質骨の厚さは5～6歳の現代人に相当し,二次骨のリモデリ
 ングも同年齢の現代人より亢進していたが,非ハバース管の密度や線維性骨を主体とする一次骨
 の様相は1～2歳の現代人に類似することが明らかになった。年齢の異なる現代人の組織学的特
 徴が混在していることから,デデリエ1号の骨形成パターンは現代人と相違していたと考えられ
 た。その要因として,ネアンデルタール幼児の歩行開始時期の早期化や体重の増加などの力学的
 負荷,栄養状態に由来する代謝の異常,日照条件など生息環境の関与,骨形成プログラムに関す
 る遺伝的背景などが想定された。
 また,ネアンデルタールを含む中・後期更新世人類の成人の二次オステオンは現代人より小さ
 いことが報告されているが,二次オステオンの面積はデデリエ1号と現代人幼児でほとんど相違
 しなかった。この結果は,二次オステオンのサイズの加齢変化の検討など化石人類の骨組織学的
 研究における今後の課題を示唆するものである。
 以上のごとく,本研究はネアンデルタール幼児の皮質骨組織構造の成長に関して重要な知見を
 提供したと同時に,人類進化史におけるネアンデルタールの位置づけを探る上で新たな貢献をす
 るものであり,学位論文としてふさわしいと評価される。
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